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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月6日(2012.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式１０ａで表される、酸化窒素（ＮＯ）を放出する、生体適合性で、生分解性の重
合体又は下記式１２ａで表される化合物を含む医療機器：

【化１】

（式１０ａ中、ａは１～２０，０００の整数であって、Ａ1～Ａ4は個別に、水素、Ｃ1～
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Ｃ6アルキル基、またはジアゼニウムジオレート基であり、Ａ1～Ａ4のうち少なくとも１
つはジアゼニウムジオレートでなければならない。）
【化２】

（式１２ａ中、ａは１～２０，０００の整数であって、Ａ1～Ａ4は個別に、水素、Ｃ1～
Ｃ6アルキル基、またはジアゼニウムジオレート基であり、Ａ1～Ａ4のうち少なくとも１
つはジアゼニウムジオレートでなければならない。）
【請求項２】
　前記生体適合性で、生分解性の重合体が、下記一般式９ａで表される化合物又は下記式
１３ａで表される化合物を含む請求項１に記載の医療機器：

【化３】

（式９ａ中、ａは１～２０，０００の整数であって、ｂは１～１００の整数であって、ａ
およびｂの合計は少なくとも２であって、Ａ1～Ａ6は個別に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル基
、またはジアゼニウムジオレート基であり、Ａ1～Ａ6のうち少なくとも１つはジアゼニウ
ムジオレートでなければならない。）
【化４】

（式１３ａ中、ａは１～２０，０００の整数であって、ｂは１～１００の整数であって、
ａおよびｂの合計は少なくとも２であって、Ａ1～Ａ6は個別に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル
基、またはジアゼニウムジオレート基であり、Ａ1～Ａ6のうち少なくとも１つはジアゼニ
ウムジオレートでなければならない。）
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【請求項３】
　前記生体適合性で、生分解性の重合体が、下記一般式８ａで表される化合物又は下記式
１１ａで表される化合物を含む請求項１に記載の医療機器：
【化５】

（式８ａ中、ａは１～２０，０００の整数であり；ｂは１～１００の整数であり；ａおよ
びｂの合計は少なくとも２であり；Ａ1～Ａ5は個別に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル基、また
はジアゼニウムジオレート基であり、Ａ1～Ａ5のうち少なくとも１つはジアゼニウムジオ
レートでなければならない。）
【化６】

（式１１ａ中、ａは１～２０，０００の整数であって、ｂは１～１００の整数であって、
ａおよびｂの合計は少なくとも２であって、Ａ1～Ａ5は個別に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル
基、またはジアゼニウムジオレート基であり、Ａ1～Ａ5のうち少なくとも１つはジアゼニ
ウムジオレートでなければならない。）
【請求項４】
　前記生体適合性で、生分解性の重合体が、ナトリウム、カリウム、プロトン、およびリ
チウムから成る群から選択される対イオンによってさらに安定化されているジアゼニウム
ジオレート基を有する、請求項１に記載の重合体。
【請求項５】
　前記医療機器が、移植可能であり、かつ、血管ステント、シャント、血管移植片、ステ
ント移植片、心臓弁、カテーテル、ペースメーカー、ペースメーカーリード、胆管ステン
ト、および除細動器から成る群から選択される、請求項１に記載の医療機器。
【請求項６】
　前記重合体が、抗増殖剤、エストロゲン、シャペロン阻害剤、プロテアーゼ阻害剤、タ
ンパク質チロシンキナーゼ阻害剤、レプトマイシンＢ、ペルオキシソーム増殖剤活性化受
容体ガンマリガンド（ＰＰＡＲγ）、ハイポセマイシン、酸化窒素、ビスフォスフォネー
ト、上皮成長因子阻害剤、抗体、プロテアソーム阻害剤、抗生物質、抗炎症剤、アンチセ
ンスヌクレオチド、および形質転換核酸から成る群から選択される少なくとも１つの薬剤
をさらに含む、請求項１に記載の医療機器。
【請求項７】
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　カルボニル基に隣接する炭素に結合した少なくとも１つのジアゼニウムジオレート基を
有する、ＮＯを放出する、生体適合性で、生分解性の重合体を含む医療機器であって、前
記生分解性の重合体がさらにゾタロリムスを含み、前記機器が血管ステントである、請求
項１に記載の医療機器。
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